
主催：CAPTA

CAPTA研修

子どもへの暴力防止
CAP プログラム

　　全ての子どもたちに「安心」「自信」「自由」を！！

と　き

講　師

ところ

２００６ １１　１８月 日（土）

午後１時３０分～４時

参加申込書

＊参加無料ですが会場の都合上定員になり次第締め切らせて戴きます

お名前

米子市駅前サティ４階
米子市男女共同参画センター「かぷりあ」

市場恵子さん

住所 TEL・FAX・E-mail

問合せ先・申込先　CAPTA事務局 ０８５９－５４－２５５０

ＰＲ文は、字数を設定していただければ、書き直します。
ＣＡＰについて、もう少しわかりやすく、説明した方がいいでしょうね。

・当日の資料は１０月１１日までに郵送します。

・講師紹介（A4縦1ページ）
　　上記のＣＡＰについての説明を載せてください。講演者（市場）単独の紹介は不
要です。

・講演＆模擬ワークショップ（18:30～20:30）
　　ＣＡＰの歴史やエンパワメントについての説明（30分）
　　子ども模擬ワークショップ（45～50分）
　　　　暴力とは？　安心・自信・自由の「けんり」　
　　　　ロールプレイ（寸劇）・・・いじめ・誘拐・性的虐待・相談
　　地域・学校・家庭でいま私たちにできること（30分）　　
　　　　虐待やＤＶ防止に関する法律　　虐待や暴力の神話と事実
　　　　子どもたちの話をどう聴き、支援するか
　　クロージング（５分）
　　　　二人一組になって（聴き合い・ほめあいワーク）
　　初めと中間と最後に、歌（３曲）をいっしょに歌います。（5分）
　　　　切手のない贈り物・翼を下さい・ビリーブ

・必要な機材
　　　マイクは３本必要です。（できればピンマイク２本・ワイヤレス1本。）
　　　ホワイトボード（できれば大きいもの。小さければ２枚。）
 　　 ロールプレイが見えやすいように舞台（高さ２０～３０センチ）があればあり
がたいのですが、なければ何とか対応します。

・ 日程案

　 18:00～受付開始
　 18:20～18：30　開会行事（１０分で終了できませんか？）
　 18:30～20:30  講演（ワークショップを含むので、最低２時間はいただきたい。
　　　　　　　　　　　　　決して長く感じられません。ご安心ください。）
　　20:30～質疑応答
　　20:40～閉会行事
　　20:45　閉会
　　21:00～反省会（懇親会）…研修部を主に、講師を囲み反省会を行う。

　ＣＡＰ（Ｃhild Ａssault Ｐrevention）は、1978年に米国オハイオ州で開発された
「子どもへの暴力防止」教育プログラムです。子どもは地域・学校・家庭でさまざ
まな暴力（虐待・いじめ・誘拐・体罰・痴漢など）に遭う可能性があります。ＣＡＰ
はわかりやすい「人権」概念を中心に子どもがもっている「内なる力」を引出し、
暴力への対処を具体的に練習しておくプログラムです。アメリカや日本を含む
世界1６カ国で実施されていますが、日本には北海道から沖縄まで１４０以上の
グループがあり、各地でＣＡＰプログラムを使って楽しく分かりやすい暴力防止
教育を行っています。
　ＣＡＰおかやまは1996年に発足し、９年間で延べ６万人以上の子どもやおとな
にＷＳを実施してきました。参加した子どもやおとなたちから、サクセスストーリー
（成功例）が報告されています。交通安全教育や水泳訓練と同じように、すべて
の子どもたちがＣＡＰを受けることのできる日がくることを願って、活動を続けてい
ます。

おとなワークショップ

～地域・学校・家庭でいま私たちにできること～

（CAPおかやま／NPO法人CAPセンター・JAPAN理事）

第１会議室


